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	§2.蒲原地震山とは
	§3.安政東海地震前の富士川流路の変遷
	源平合戦の端緒である1180年富士川の戦いの頃には，富士川流路の中心は現在よりもっと東寄りであった．実際富士川の扇状地は，岩本を頂点として，西は蒲原から東側は潤井川河口の田子の浦あたりまで広がっている．加島荘の豪族古郡氏は，中世末期頃から富士川の治水による領地の安定を長らく目指したが，1621年から3代かけて1674年に完成させた雁堤によって，富士川の流路を西に寄せることに成功した．これによって，現在の富士川の左岸に5000石の新田開発の道が開けたが，代わりに流路が寄った右岸の岩淵や中郷，蒲原は雁...
	§4.安政東海地震後の富士川
	1854年安政東海地震が発生すると，上流部で白鳥山の崩れによる堰き止めが発生して，地震後数日間は徒歩で渡河できるほど富士川は水が減少した．これが決壊した土石流が雁堤周辺に押し寄せ，堤が傷み，先祖返りのように水神より東側の旧流路に複数に枝分かれして富士川の水の8割が流れるようになった．必然的に元々人工的に河道が寄っていた中郷や蒲原側では，地震前より富士川の水位が下がって河原が再び利用可能となった．地震前の河道底に立って下から眺めれば中洲が山に見えて不思議はない．地震で富士川西岸側が全く隆起していなく...
	また，「松岡地震山」は場所が蒲原より不明瞭で，明治の地図にも示されていないように，近代以降の地形として認識できていない．松岡の山神社付近には，中世以前の富士川の流路方向である北西－南東方向に，蒲原地震山と同型の，小規模な幾筋かの中洲の残存のような細長い微高地は認定できる．恒石らはこれらを南北にまとめて，松岡地震山としたと推測される．松岡地震山の実態は，あったとすれば，富士川を南東へ下ってきた崩壊土砂の一部が，岩本から流路正面の松岡辺りに堆積したものを指し，今はもう無いのではないだろうか．
	§4.結論
	「地震山」は富士川の中洲地形である．安政東海地震は本当に駿河湾奥まで震源域が及んだのだろうか．慎重な再考が重要であろう．

